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市
で
は
、
小
浜
の
資
源
を
生
か
し
た
商
品

開
発
や
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
者
の

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
の
「
ふ
る
さ
と
投
資
の
仕
組
み

※
」
を
活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
地
方

創
生
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式

　

会
社
（
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
者
）
が

　

運
営
す
る
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

　

ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

各
社
で
運
用
中
で
す
！

　

平
成
28
年
度
に
組
成
さ
れ
た
次
の
４
社
の

フ
ァ
ン
ド
が
、
全
国
の
投
資
家
の
皆
さ
ん
か

ら
資
金
を
募
り
、
事
業
の
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
株
式
会
社
若
狭
の
恵
」

は
、
募
集
目
標
金
額
以
上
の
投
資
を
集
め
、

そ
の
ほ
か
の
事
業
者
も
多
く
の
投
資
を
集
め

ま
し
た
。
今
後
も
各
社
の
事
業
計
画
に
基
づ

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
引
き

続
き
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
☎
53
・
９
７
０
５

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

※
解
説　

文
化
課　

川か
わ
ま
た股 

主
事

詳
し
く
は
、
小
浜
市
特
設
サ
イ
ト

「
若
狭
お
ば
ま
へ
の
ふ
る
さ
と
投
資
」

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照

投資された資金の一部が充てられた
㈱若狭の恵の乾燥調整施設・精米所

【
３
代
将
軍
・
徳
川
家
光
の
書
状
】

【
従じ

ゅ
ん
よ
ん
い

四
位
左さ

こ
の
え
ご
ん
の
し
ょ
う
し
ょ
う

近
衛
権
少
将
叙じ

ょ
に
ん
さ
し
し

任
指
紙
】

【
酒
井
家
文
庫
書
庫
】

【
小
浜
城
下
鳥
瞰
図
】

【
三み

う
ら浦
吉よ

し
の
ぶ信（
酒
井
家
家
臣
）文
書
の
一
部
】

　

皆
さ
ん
、「
酒
井
家
文
庫（
市
指
定
文
化
財
）」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

日
本
近
世
史
の
中
で
も
、
と
て
も
貴
重
な

史
料
で
す
が
、
普
段
か
ら
展
示
・
公
開
す
る

施
設
が
な
い
た
め
、
市
民
の
認
知
度
は
低
い

の
が
現
状
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
史
料
を
通

し
て
、
多
く
の
人
に
、
郷
土
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
文
化
財
保
護
・

活
用
の
理
解
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

酒
井
家
文
庫
と
は
？

　

酒
井
家
文
庫
は
、
昭
和
16
年
と
52
年
に
旧

藩
主
の
酒
井
家
よ
り
小
浜
市
へ
寄
贈
さ
れ
た

史
料
で
す
。
史
料
総
数
は
、
２
万
６
千
点
に

の
ぼ
り
、
平
成
25
年
に
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
文
化
財
が
あ
る
の
？

　

酒
井
家
文
庫
に
は
、
江
戸
幕
府
３
代
将
軍
・

徳と
く
が
わ川
家い

え
み
つ光
の
書
状
を
は
じ
め
、
将
軍
家
か
ら

の
書
状
や
、
朝
鮮
か
ら
の
外
交
文
書
で
あ
る

朝
鮮
国
書し

ょ
か
ん翰
、
幕
末
の
和か

ず
の
み
や宮
降こ

う

嫁か

に
関
す
る

史
料
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
杉す

ぎ
た田
玄げ

ん
ぱ
く白
の
解

体
新
書
の
初
版
本
や
、
伴ば

ん

信の
ぶ
と
も友
関
連
の
史
料

な
ど
、
日
本
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。

【
若
狭
の
恵　

ひ
ま
わ
り
の
里　

お
米
フ
ァ
ン
ド
】

事
業
者　

株
式
会
社
若
狭
の
恵

投
資
人
数　

１
５
７
人

【
小
浜
の
伝
統
若
狭
塗
箸
フ
ナ
イ
ワ
ー
ク
ス
フ
ァ
ン
ド
】

事
業
者　

株
式
会
社
フ
ナ
イ
ワ
ー
ク
ス

投
資
人
数　

45
人

【
若
狭
塗
箸
海
外
販
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
ン
ド
】

事
業
者　

カ
ワ
イ
株
式
会
社

投
資
人
数　

85
人

【
Ｓ

サ

バ

ー

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
鯖
街
道
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
フ
ァ
ン
ド
１
】

事
業
者　

株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ

投
資
人
数　

３
３
５
人
（
４
月
17
日
現
在
）　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

小
浜
の
魅
力
を
発
信

 

多
様
な
支
援
で
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

こ
こ
が
す
ご
い
よ
！
酒
井
家
文
庫

　

市
で
は
中
小
企
業
向
け
の
多
様

な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

①
電
子
決
済
端
末
導
入
に
対
す
る
補
助

　

電
子
決
済
端
末
の
導
入
に
か
か

る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

受
付
開
始　

５
月
１
日
㊋

対
象
者　

従
業
員
５
人
以
下
（
宿

　

泊
業
は
20
人
以
下
）
の
事
業
者

対
象
業
種　

飲
食
業
、
宿
泊
業
、

　

飲
食
料
品
小
売
業
な
ど

補
助
率　

２
／
３

限
度
額　

８
万
円

②
人
材
育
成
講
座
受
講
に
対
す
る
補
助

　

ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井
が
実
施

す
る
人
材
育
成
講
座
の
受
講
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

※
受
講
料
お
よ
び
教
材
費
の
合
計

　

が
計
１
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象

対
象
経
費　

受
講
料
、
教
材
費
、

　

交
通
費

補
助
率　

１
／
２　

限
度
額　

２
万
円

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に
対
す
る
補
助

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す

る
企
業
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

製
造
業
、先
端
的
農
商
工

　

連
携
施
設
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

要
件　

３
日
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン

　

シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
、
市

　

内
で
宿
泊
す
る
こ
と

対
象
経
費　

宿
泊
費

④
創
業
者
に
対
す
る
補
助

　

市
内
で
創
業
す
る
人
に
対
し
て
、

必
要
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

受
付
開
始　

５
月
１
日
㊋

対
象
経
費　

建
物
取
得
費
、
改
装

　

料
、
賃
借
料
、
販
路
開
拓
費
、

　

広
告
宣
伝
費

補
助
率　

１
／
２

限
度
額　

10
〜
40
万
円

幕末明治福井 150 年博で企画展

「幕末・明治を生きた若狭小浜の偉人たち」

とき　11 月 23 日㊎㊗～ 29日㊍
ところ　若狭図書学習センター（南川町）

内容　酒井家文庫の公開、小浜の偉人の

　　　資料展示ほか

※酒井家文庫（一部）は職員立ち会いのも

　と閲覧することができます。興味のある

　人は文化課まで問い合わせてください

徳川家光の書状
からも、将軍と
の深い親交が
うかがえます！

往時の小浜城下
の様子がわかる
貴重な史料が
残っています。

藩主・酒
さ か い

井忠
ただあき

義
が、孝

こうめい

明天皇か
ら官位をいただ
いた書状です。

小浜の「珍
（めずらしきすし）

鮓」
が京の公家から
「天
（とてもおいしかった）

下之奇品」と
評価されたと
残されています。

市立図書館内で
空調管理のもと
大切に保管を
しています。

　

県
お
よ
び
市
の
中
小
企
業
向

け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
９
日
㊌
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
小
浜
商
工
会
議
所（
大
手
町
）

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
商
工
観

　

光
課
☎
53
・
９
７
０
５
ま
で


